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「自他を認め、支え合う生徒」をめざして 

令和５年度がスタートしました。今年度は、全校生徒441名となります。保護者の皆様には、お子様の入

学、進級、おめでとうございます。今年度も無事スタートできましたのは、保護者の皆様、地域の皆様のおかげ

と心より感謝申し上げます。 

さて、始業式と入学式では、教育目標の一つである「自他を認め、支え合う生徒」となるために欠かすことの

できない、「思いやり」について、以下のような話をいたしました。 

 

（前略）（本校の教育目標の一つに）「自他を認め、互いに支えあう生徒」とありますが、このような生徒となるために

は、「思いやり」のある人となることが必要です。「思いやり」とは、「相手の気持ちを考え、配慮する」ことであり、

「相手と同じ気持ちになって考えること」、つまり「相手の立場に立って考えること」は、思いやりには、欠かせない

事といえます。 

しかし、あなたが単に相手の立場に立ったと思っていても、相手と同じ気持ちになるとは限りません。なぜなら、自

分の受け止め方と、相手の受け止め方は違うのですから。 

では、「相手の立場に立って考える」とは、どうすればよいのでしょうか。 

例えば、あなたが相手に対して、冗談のつもりで言った一言が、とても相手を傷つけてしまったとします。そして、

そのことで先生に注意を受け、「あなたが相手の立場だったら、そんなこと言われて、どんな気持ちになるか考えてごら

んなさい。」 そう言われたとします。つまり「相手の立場に立って考えなさい。」と、注意されたわけです。 

けれど、あなたが、その人の立場に立って考えても、その程度では傷つかないかもしれません。もし、そうであれば、

相手の立場に立って考えた結果、「私なら冗談だと分かるので、笑って済ませます。」などと答えてしまうかもしれませ

ん。「自分ならそんなこと言われたら言い返します。」と言うかもしれません。 

でも、よく考えてみてください。こうした答えは、「あなた」が、相手の立場だったらどう思うか、つまり、あなたが

心無い言葉をかけられたりしたらどう思うか、ということへの答えであり、それは、「相手」がどう思うか、つまり心無

い言葉をかけられた「その人」がどう思うか、ということへの答えとは別のことである、ということになるのではない

でしょうか。 

「相手の立場に立って考える」とは、「あなたなら、つまり、自分なら、どう思うか」、と考えるのではなく、「あなた

が相手の気持ちを想像し、できれば相手になりきって相手の気持ちを考えたらどう思うか」と考えるということなので

す。この二つを区別して考えることは、とても重要なことです。 

思いやりとは、相手を受け入れ、相手に成り切る、それができなければならないと言うことです。これは大変に難し

いことですが、少しでも そうできる人に近づけるよう努力する事が必要だと思います。（後略）  「入学式式辞より抜粋」 

 

学校の目的（社会に対する役割）は、「良き社会人」の育成です。生徒たちが将来、「良き社会人」として社会

で活躍し、貢献できる人となるよう、本校の教育目標にある生徒の姿をめざして、今年度も、教職員が一丸とな

りまして、教育活動に取り組んでまいります。保護者、地域の皆様とともに、生徒たちを「良き社会人」として

育てていきたいと思います。なにとぞご理解、ご協力をお願い申しあげます。 

小金井第二中学校 
令和５年４月１４日発行   

小金井市立小金井第二中学校 

校 長 川 井 まさよ  

HPアドレス https://dai2-js.koganei.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1 号 

【学校教育目標】 

社会の一員としての自覚を高め、豊かな想像力と実践力をもった人間の育成を目指して、 

〇 自他を認め、支えあう生徒 

〇 すすんで学び、考え、行動する生徒 

〇 心身を鍛え、たくましく生きる生徒 

校長 川井 まさよ 



＜ 小金井市立小・中学校版 感染症予防ガイドライン の改定について＞ 

市のガイドラインが改訂され、「学校の教育活動において、生徒・教職員共にマスクの着用を求めない（個人の

主体的な判断に任せる」）こととなりました。着用を希望する生徒や健康上の理由により着用できない生徒もいる

ことから、マスクの着脱を強いるこ

とはいたしません。 

学校においては右記の 

「感染症基本行動４か条」 

に沿って、教育活動を行います。 

毎日のことではありますが、「各自に必要な持ち物(清潔なハンカチ・ティッシュ、必要に応じたマスクの持参、

マスクを置く際の清潔なビニールや布、給食当番の際のマスク等)」は生徒に必ず持参させてください。 

感染症予防ガイドラインの詳細につきましては４月１３日に小金井市のホームページに掲載される予定となっ

ておりますので、そちらをご確認ください。 

お願いばかりで恐縮ではありますが、ご家庭でのご協力をよろしくお願いします。 

 

＜ 個人情報の取り扱い および スクールメールについて ＞ 

●現在、本校ではスクールメールを活用して学校から一斉に連絡をするようにしています。文書も添付できるよ

うになりました。このため、今年度より学級電話連絡網の作成および配布は行いません。 

●学校だよりにつきましても、スクールメールにて配信しております。（小金井市気候非常事態宣言を受けて、

資源の節約に取り組んでいます）また、学校から保護者の皆様に直接お伝えしたい内容（行事の実施について等）

につきましてもスクールメールを活用しております。 

現在、PTAからの連絡もスクールメールを利用して配信しております。ただし、PTAの加入・非加入で配信す

るかどうかを分けることができません。PTAに加入されていない方にもPTA関連のお便りも配信されますが、

予めご了承ください。 

 ＜新入生・転入生の保護者の皆様へ＞ 

 入学式及び始業式の際にスクールメールの登録についての資料（印刷の見にくいものがあったようです。失礼

いたしました。）をお渡ししております。まだ登録されていない方がいらっしゃいます。保護者会前までにご登

録をよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 ＜２・３年生の保護者の皆様へ＞ 

新年度になり、スクールメールの登録学年は自動的に更新されておりますが、「新クラス」は改めて各自で登

録が必要になります。マイページへログイン後、学年を確認し、新しいクラスを登録してください。また、部活

動を変更した場合も、改めて新しい部活動への変更が必要になります。できるだけ早く登録更新をしていただき

ますようお願い致します。 

  

 

 

 

 

＜感染症 基本行動 ４か条＞ 
「３つの「密」を徹底的に回避するための換気の徹底と距離の確保」 

「正しいタイミングと正しい方法での手洗いの励行」 

「消毒の徹底」 

「健康観察の徹底」（ご家庭での検温をお願いします） 

登録のできない方は sin@rpna.or.jp あてに、以下の内容でメールを送信してください。 

＜件名＞新規登録依頼 

＜本文＞① 小金井第二中学校     ② 学年・クラス  （クラスも登録をお願いします） 

    ③ 生徒名およびふりがな   ④ 部活動名 

⑤ 保護者名およびふりがな  ⑥ 登録するメールアドレス（４件まで登録が可能です） 

お問い合わせは info@rpna.or.jp (サポートセンター)あてに、メールを送信してください。 

＜件名＞ お問い合わせの件 

＜本文＞① 小金井第二中学校  ② 生徒名およびふりがな   ③ 問い合わせ内容 

mailto:sin@rpna.or.jp
mailto:info@rpna.or.jp

